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ご説明内容

本プロジェクトの取り組み

TDPFの魅力

TDPFを通じた今後の事業発展

• プロジェクト概要

• 活用データ

• データによる分析

• 作成したメタ観光マップ

• 開催イベント

• 広告・プロモーション
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＜概要＞

プロジェクトの
概要

◼スマート東京先行実施エリアである「ベイエリア」において、「オープンデータ×金融データ×人流データ」を活用し、
複合的・多層的価値を持つ「メタ観光マップ」*を作成・分析し、施策実施を通じて「にぎわい創出」や「人流の回
遊性」向上を目指す

ベイエリア

住むひと

• 地域のまだ知られていない魅力、
潜在ニーズの発掘

• 地域コミュニティ連携の推進

訪れるひと

• 特定のスポットやイベントだけで
ない、新たに訪れたい魅力的な
スポット・コンテンツの発見

他エリア・自治体

• まちづくり、にぎわい創出におけ
る先進ユースケースとしての活
用・展開

働くひと

• 仕事だけでない新たに訪れてみ
たい魅力的なスポット・コンテン
ツの発見

オルタナティブデータ

TDPF
金融データ
人流データ他

本エリアに精通している人々
だからこそ知るにぎわい創出
ポイントの抽出

メタ観光マップ
複合的・多層的価値の
デジタル一元化

データ視点での地域の課題・魅力

メタ観光マップレイヤーの作成

各種データによる属性分析、新規にぎわい創出
ポイントの抽出

地域の新たな魅力の発掘・再定義

ターゲティング広告の高度化
金融・人流データを活用したターゲティング広告

の高度化、情報発信

人流の回遊、分散化の促進

効果検証、改善・発展

メタ観光マップ、新たなターゲティング
広告の効果検証・分析

自走に向けた改善・実行の推進

地域住民、大学生、働いている人々

* 「メタ観光マップ」・・・歴史・文化・自然など、地域の多様な魅力や価値ある情報をレイヤー（層）として地図上に重ねて
表示することで、これまで認識されていなかった観光資源を可視化するオンライン地図



ケーススタディ事業で活用するデータ 金融データ×人流データ×オープンデータ

*MMC：みずほ銀行が提供するみずほマイレージクラブカード（クレジットカード）

・みずほ銀行が保有する各種金融取引等の統計
データを提供（国内邦銀ではみずほのみ）
・個人口座2,000万以上、クレジット会員のビッグデ
ータを日次単位から活用可能

金融データ@みずほ銀行

年収
統計

ATM
利用
実態

支出
消費
統計

・指定した駅周辺等の
ATM利用状況を時
間帯別に把握
・現金引き出し規模・
利用者の居住エリア
などの把握が可能

・エリアごとの年収
収入（手取り）を国
勢調査の人口比で
統計化
金融資産の把握

支出：口座振替や振
込を分類・統計化
消費：MMC*、決済
データ等の情報を業
種別に統計化

人流データ@unerry

・約1.5億DLのスマホアプリに位置情報取得モジュール
を提供。日々スマホユーザーの位置情報を収集
・人流ビッグデータを自社開発のAIBrainにより解釈・
意味づけし、場所・人を深く理解する分析に活用

データの取得

人流データを用いた分析（一例）

オープンデータ

公共データ（一例）
・国勢調査人口等基本統計
・TOKYO WALKING MAP
・港区各種情報
・江東区各種情報

・・・その他
多数

民間公開データ（一例）

・東京お台場.net
・夜景遺産認定地：南関東
・アド街関連情報
・東京2020オリ・パラ関連情報

・・・その他多数
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オープンデータ×人流データ×金融データによるペルソナ分析
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オープンデータで臨海副都心エリアのファクトを押さえ、人流データでエリアの課題の仮説を確かめた上で、
人流データと金融データを掛け合わせて住む人・働く人・訪れる人毎にペルソナ像創出

オープンデータによる
臨海副都心エリアの基礎分析

平日・休日ともに一部施設に滞在が集中
→エリア間の回遊が起きていない課題を確認

有明一丁目、台場一丁目の居住が大多数

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

0～4歳 115 129 22 13 427 388 82 101 18 19 266,375 254,687

5～9歳 141 131 27 22 453 417 64 44 2 5 271,910 259,914

10～14歳 119 107 26 27 279 267 18 19 1 263,549 250,405

15～19歳 114 114 20 23 108 110 16 13 1 276,129 267,947

20～24歳 93 101 16 13 109 160 18 21 99 42 396,919 401,904

25～29歳 77 109 9 17 186 245 32 49 178 145 455,638 456,307

30～34歳 89 144 13 29 296 409 117 154 120 74 462,045 455,395

35～39歳 146 170 20 24 557 689 153 130 52 33 497,623 480,189

40～44歳 184 199 26 52 708 651 98 87 10 6 526,550 510,424

45～49歳 227 256 69 74 671 628 61 53 2 3 581,577 573,434

50～54歳 257 275 76 59 443 332 39 46 3 3 530,006 510,274

55～59歳 219 199 65 52 258 221 36 27 1 447,995 423,690

60～64歳 120 105 34 24 141 131 26 19 1 349,242 340,905

65～69歳 69 87 11 19 92 103 11 6 1 334,802 343,461

70～74歳 88 83 21 15 94 74 4 9 1 370,863 413,356

75～79歳 36 58 6 5 36 41 5 6 275,795 354,349

80～84歳 23 48 5 5 22 21 1 3 194,920 290,035

85～89歳 18 24 1 1 7 14 2 4 118,078 215,179

90～94歳 5 17 2 2 2 7 42,551 108,420

95～99歳 3 1 8,020 31,484

100歳以上 842 5,667

東京都台場一丁目 台場二丁目 有明一丁目 有明二丁目 青海二丁目

有明一丁目

台場一丁目

都平均臨海副都心エリア

人流データ×金融データから見える
ペルソナ像創出

人流データによる臨海副都心エリアの
課題確認

都平均と比べ、子育て世代割合が高く、高齢者割合が低い。

（赤：人流多 / 緑：少）

例）住む人：幼稚園・保育園、駐車場などの利用傾向高

例）住む人：キャラグッズ・雑貨・レンタサイクルなどの消費傾向高



臨海副都心エリアの「メタ観光マップ」
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本ケーススタディ事業を通じて、以下のような臨海副都心エリアの「メタ観光マップ」をリリース
従来の観光スポットと比較して、現代の多様化する人々の価値観を捉えた、多くのにぎわい創出ポイントを創出

一つの場所に存在する多様な
価値を可視化・一元管理し、
まちの新たな魅力を発信

・歴史・文化
・ロケ地
・アニメ聖地
・ポケモンGO
・インスタ映え
・外国人人気 他

メタマップの考え方
「100万人集まる場所を一か所ではなく、

1万人集まる場所を100か所作る」

https://metatourism.jp/maps/rinkai.html

一般的な観光スポット：44件 メタ観光マップ掲載スポット：320件



イベントを通じた住む人・働く人・訪れる人との連携、メタ観光マップの周知
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◆ メタ観光マップの基盤をもとに、地元住民や企業、大学関係者などと連携し、メタ観光マップを一緒に作成するためのワークショップを開催

◆ 本事業を通じて作成したメタ観光マップを幅広く認知いただき、使っていただけるためのきっかけとしてガイドツアー・シンポジウムを開催

【ワークショップの様子】 【シンポジウムの様子】【ガイドツアーの様子】
開催日：2023年10月15日
参加者：16名

開催日：2023年10月28日午前
参加者：12名

開催日：2023年10月28日午後
参加者：65名（関係者含む）



実証：リアルタイム告知とGoogle広告を用いたプロモーション
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同日回遊率（※）を高めることを目標に、複数のメディアを使い分けた「メタ観光マップ」の
プロモーションを実施

（※）同日回遊率：同日中にAエリアにいた人のどの程度の割合がBエリアに訪れたかを計算。
エリア内の回遊性を評価するために使用する分析指標

効果測定メタ観光MAPの認知拡大ターゲット・拠点分析

自然やアート、アニメ聖地、
名建築、夜景。メタ観光
マップでいつものまちの新
しい魅力を楽しもう

実証エリアに
接近時に
プッシュ来訪者に

リアルタイム告知

人流データ
×

金融データ

今訪れている人

過去に訪れた人

行動分析から
来訪する

可能性が高い人

G
Google (DV360)

ニュースフィード、
ストーリーズ等



本ケーススタディ事業を通じて確認したTDPFの魅力
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TDPFという「場」を通じて、みずほ銀行・Unerry・メタ観光推進機構の3社が集い、
オープン×金融×人流データという新たなデータ活用に基づいたソリューションを提案することで、「場」の重要性を認識

【流れる】

【つながる】

【進化する】

• 公共や民間などのデータが流通する場を提供
• みずほ銀行（金融機関）、unerry（スタートアップ）、メ
タ観光推進機構（一般社団法人）での協業

• データを提供する人・利用する人がつながるコミュニティの形
成

• より多くのデータ・人の集積により新たなデータ利活用事例
の創出を支援・加速

• ワークショップ、シンポジウム、ガイドツアーを通じたコミュニティ
形成

• オープン×金融×人流のデータを掛け合わせた分析、メタ観
光マップの作成・配信による臨海副都心のにぎわい創出

• 東京のポテンシャルを引き出し、都民のQOL向上に資する
データ利活用の好循環を生み出すしくみ（＝スマート東京
の実現）を目指す

• メタ観光マップによる隠れたスポットの発掘。発掘された魅
力がオープンデータ化される好循環の実現

• 一人ひとりにあった魅力の提案による利便性・満足度向上

TDPF 本ケーススタディ事業



TDPFを通じた本ケーススタディ事業の発展
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データ利活用事業への応用・展開

データ利活用事業の付加価値向上を実

活用例：商店街振興、キャッシュレス、スマ
ートシティ、MaaS、過去の類似実証 など

TDPFを中心にした先進ユースケースの創出・展開、用途の多様化を実現

東京データプラットフォーム（TDPF)

継続的なデータの利用
（データ利活用のケース積み上げ）

まちづくりとしての用途展開

まちづくり支援としての活用・貢献の実現

活用例：イベント企画、企業誘致、インバウ
ンド、商店街活性化、防災、インフラ など

オルタナティブデータ等の活用展開

新たなオープンデータ、オルタナティブデータ
を掛け合わせた分析、効果検証の発展・
高度化
データ例：不動産、決済、POS、検索

他エリア・自治体へのモデル展開

先進ユースケースとして、他エリアや自治
体での活用・発展

エリア展開：都内、全国自治体

本ケースの継続サイクル（例）

ソリューションの
持続的発展

新たなデータ価値
による社会課題へ

アプローチ

事業を通じた成果・
改善ポイント整理

活用データの提供
（品揃えの拡大）


